
機能性成分の増加による高付加価値牛乳生産技術の開発 

      

酪農経営の収益増加に寄与することを目的に、乳中に含まれる機能性成分（ビタミン

E：抗酸化作用を有する）を高める飼養管理技術の開発を検討しました。今回はその結

果を紹介します。 

 

 

 

 

【試験区】泌乳中期の乳牛 6 頭を用いて、ラテン方格法による飼養試験を実施 

   完全混合飼料（TMR）の主体となる粗飼料により３区設定 

    イネ WCS 区：イネ WCS を飼料乾物中 40％給与した区 

    コーン  区：トウモロコシサイレージを飼料乾物中 40％給与した区 

    乾 草  区：購入乾草（エンバク）を飼料乾物中 40％給与した区 

【結 果】 

 イネ WCS を主体とした TMR を給与することにより、乳中及びその加工品である 

チーズ中のビタミン E 濃度が増加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（乳牛飼養研究室） 

表 飼料摂取量及び乳生産 

図１ 乳中ビタミン濃度 図 2 チーズ中ビタミン E 濃度 


